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「
多
情
」
致

―
と

注

面
塁

顧

脈

塁

肘

に

日
モ

え

ふ
塁

雨

ヨ
Ｔ

の

解
ｇ

槙

″

Ｉ

ツ

ぐ

っ

プ
ト

ー

中

本

　

大

卜
云
イ
。
顔
卜
云
イ
。
無
双
ノ
美
人
卜
。
見

ヘ
タ
ソ
。
捨
シ
テ
竹
ヲ

美
人
二
比
シ
テ
。
翠
袖
佳
人
卜
．
ナ
ゾ
ク
ル
ソ
。

右
は
室
町
後
期
の
禅
僧
、
如
月
寿
印
の
手
に
な
る
仮
名
抄
物

『
中
華
若

木
詩
抄
』
所
収
の
江
西
龍
派

（
一
三
七
五
～

一
四
四
六
）
詩
と
そ
の
解
釈

で
あ
る
（１
）。
叢
竹
の
中
で
独
り
春
を
惜
じ
む
が
如
く
に
作
む
芍
薬
の
美

し
さ
を
、
佳
人
に
讐
え
て
詠
じ
た
七
絶
で
あ
る
。

第
二
句
、
江
西
は
こ
の
光
景
を

「
最
有
多
情
処
」
と
表
現
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
語
を
如
月
は
書
中
、

「
多
情
ト
ハ
断
腸
ノ
心
也
」
と
解
し
て

い
る
。

「
多
情
」
は
江
西
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
詩
語
で
あ
る
。
蔭
木
英
雄

氏
に
拠
る
と
、
そ
の
使
用
は
十
六
首
に
も
及
ぶ
（２
）。
室
町
期
中
葉
の
詩

僧
、
江
西
龍
派
は
頻
用
す
る

「
多
情
」
の
中
に
何
如
な
る
心
象
を
抱
い
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

言
う
ま
で
も
な
く

「
多
情
」
は
古
来
、
詩
人
を
誘
慕
し
て
き
た
措
辞
で

あ

っ
た
。
本
邦
に
あ

っ
て
も
事
情
は
同

一
で
あ
る
。
平
安
期
の
大
家
、
菅

原
道
真
の
家
集

『
菅
家
文
草
』
を
籍
い
て
も
多
く
の
用
例
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
（３
）。

一

禅
僧
が
詩
を
製
す
―
―
室
町
時
代
中
葉
、
既
に
日
常
と
な

っ
た
こ
の
行

為
で
最
も
肝
要
と
な
る
の
が
詩
語
の
選
択
で
あ
る
。
大
陸
禅
の
教
義
や
宋

学
の
薔
来
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
な
い
多
様
な
語
彙
を
獲
得
し

た
禅
林
の
学
僧
は
、　
一
方
、
文
学
的
な
詩
作
に
用
い
る
言
葉
に
関
し
て
は

い
か
な
る
過
程
を
以
て
受
容
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

竹
間
′芍
薬
　
　
　
　
　
　
　
江
西

芍
薬
駐
ム
レ春
ヮ叢
竹
′間
　
　
　
関
レ門
フ清
賞
夕
，夜
″忘
ル
レ還
′
ョ３

為
メ
ニ報
ぇ最
モ有
二多
情
′処

・
　

寒
緑
ハ是
レ心
紅
ハ是
レ顔

一
二
ノ
句
。
百
花

ハ
。
落
尽
シ
タ
レ
ト
モ
。
芍
薬
独
り
。
駐
テ
レ春
フ

叢
竹
ノ
間

二
。
開
ケ
タ
ル
ソ
。
門
フ
ト
ザ
シ
テ
。
此
花
フ
愛
シ
テ
。

夜

ニ
イ
ル
マ
テ
遊
ン
テ
カ

ヘ
ラ
ン
コ
ト
フ
。
打
忘
タ
ル
ソ
。
〇
三
四

ノ
句
。
此
花
卜
竹
卜
見
ル
ニ
。
最
モ
多
情
ナ
ル
処
ア
ル
ソ
。
多
情
ト

ハ
。
断
腸
ノ
心
也
。
竹
ノ
ス
、
シ
ク
。
緑
ナ
ル
ヲ
心
ト
シ
テ
。
花
ノ

紅
ナ
ル
ヲ
。
顔
色
ト
ス
ル
ホ
ト
ニ
。　
一
段
ア
チ
キ
ナ
ク
思
フ
ソ
。
心
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適
遇
〓多
情
垂
ν釣
曳

・　

　

各
言
〓其
志

・
不
ν言
レ魚

（
「
春
日
独
遊
」
三
　
一
一四
九
転
結
句
）

の
如
く
、
多
情
は
不
遇
を
卿

つ
者
の
多
感
な
思
い
や
多
愁
を
示
す
も
の
で

あ

っ
た
。
ま
た
次
の

一
聯
は
、

一
片
心
猶
重
　
　
多
情
手
自
伝

（
「
石
硯
」
四

一
二
頷
聯
）

『
芸
文
類
衆
』
雑
文
部

「
硯
」
門
に
採
録
さ
れ
た

『
陳
留
志
』
を
出
典
と

す
る
以
下
の
逸
話
に
拠
る
表
現
で
あ
る
。

陳
留
志
日
。
た
喬
年
両
歳
、
祖
父
馨
卒
。
臨
レ終
、
撫
二其
手
一
日
。

倒
困
日
到
測
劇
川
「
劇
以
二吾
所
レ用
硯

・
与
レ之
。
始
五
歳
、
祖
母

以
二此
言

・
告
レ喬
。
喬
便
執
レ硯
沸
泣
。

（
『
芸
文
類
衆
』
巻
五
十
八
　
雑
文
部
四
　
硯
）

第

一
行
傍
線
部
よ
り
、

「
多
情
」
が

「
多
恨
」
に
置
き
換
え
得
る
措
辞
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
は
、

西
方
若
有
二多
情
者

一　

　

応
道
便
栽
二仏
種
花

・

（
「
和

Ｔ
紀
処
士
題
二神
泉
・
之
二
絶

・
」
四
七

一
転
結
句
）

の
如
く
に
、
仏
家
的
な

「
多
情
仏
心
」
を
示
す
も
の
も
存
す
る
。

多
情
に
限
ら
ず
、

「
秋
情
」

「
旅
情
」

「
野
情
」

「
高
情
」

「
浅
情
」

等
、
道
真
の
用
字
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
当
然
、
自

居
易
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

劉
家
花
　
　
　
　
　
　
自
居
易

劉
家
壇
上
花
還
発
　
　
李
十
門
前
草
又
春

処
処
傷
レ心
心
始
悟
　
　
多
情
不
レ及
少
情
人

（
『
自
氏
文
集
』
巻
第
十
五
）

右
は
著
名
な
白
居
易
作

「
劉
家
花
」
七
絶
で
あ
る
。

「
も
し
も
私
が
何

に
も
感
動
し
な
い
人
間
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
自
然
の
些
事
に

一
喜

一
憂
し
、

心
を
傷
め
る
こ
と
も
な
い
の
で
す
。
」
と
す
る
こ
の
作
は
、
道
真

「
春
日

独
遊
」
詩
の
興
趣
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
自
楽
天
詩
に
見

え
る

「
多
情
」
の
語
は
数
多
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
次
の
詩
例
の
如
く
、

郵
南
無
レ限
桃
花
発

　

唯
我
多
情
独
自
来

（
「
下
部
荘
南
桃
花
」
第

一
、
二
句
）

唯
有
多
情
元
侍
御
　
　
繍
衣
不
レ惜
払
レ塵
看

（
「
路
口
駅
旧
題
詩
」
第
二
、
四
９

今
朝
共
語
方
同
悔
　
　
不
レ解
多
情
先
寄
レ詩

（
「
江
楼
月
」
第
四
聯
）

山
郵
花
木
似
二平
陽
・　
愁
殺
多
情
麗
馬
郎
（
「
亜
枝
花
」
第

一
、
二
句
）

独
宿
相
依
久
　
　
多
情
欲
レ別
難

（
「
別
春
炉
」
第
二
聯
）

紫
微
閣
老
自
多
情
　
　
自
首
園
公
豊
要
レ迎

（
「
陳
府
王
大
夫
相
迎
偶
贈
」
第

一
聯
）

自
然
の
景
物
や
朋
友
と
の
別
離
に
愁
殺
さ
れ
る
多
感
な
心
情
を
描
い
た
も

の
で
あ
り
、
道
真
詩
と
同
様
、

「
多
感
」

「
多
愁
」

「
多
恨
」
の
義
に
通

じ
る
表
現
に
限
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
五
山
の
禅
僧
に
と

っ
て
白
居
易
は
必
ず
し
も
親
し
ま
れ
た
作
家

で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
自
詩
風
を
愛
し
み
、
継
承
し
た
中
晩
唐
の
諸
詩



家
の
詠
作
は
五
山
詩
僧
に
最
も
胎
笑
し
た
詩
群
で
あ

っ
た
。
江
西
龍
派
自

身
も
晩
唐
詩
を
特
に
好
ん
で
称
揚
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
七
絶
か
ら
も
充

分
に
窺
え
る
。

秋
夕
留
客
論
詩
　
　
　
江
西
龍
派

点
検
平
生
古
錦
嚢
　
　
点
検
す
平
生
古
錦
の
嚢

十
篇
九
是
写
愁
腸
　
　
十
篇
九
是
れ
愁
腸
を
写
す

与
君
明
日
又
離
別
　
　
君
と
明
日
又
離
別
す

竹
院
秋
声
話
晩
唐
　
　
竹
院
の
秋
声
晩
唐
を
話
す
（
『
続
翠
詩
藁
』
（４
し

晩
唐
詩
の
五
山
で
の
瞳
目
す
べ
き
隆
盛
が
、

『
三
体
詩
』
受
容
を
介
在

し
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
南
宋
の
周
弼
編

撰

『
三
体
詩
』
所
収
の
中
晩
唐
詩
は
、
叢
林
の
詩
僧
に
と

っ
て
初
学
の
頃

か
ら
最
も
身
近
で
、
最
も
重
要
な
製
詩
の
啓
蒙
書
で
あ

っ
た
。
自
居
易
の

好
尚
し
た

「
多
情
」
は
ま
た
、　
コ

一体
詩
』
に
採
録
さ
れ
た
他
の
晩
唐
詩

人
の
作
品
に
も
多
く
見
在
す
る
詩
語
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら

『
三
体
詩
』
中

の
用
例
を
検
分
し
、
そ
の
解
釈
を
考
証
す
る
こ
と
は
即
ち
、
唐
土
の
詩
風

を
踏
ま
え
た
五
山
詩
僧
の
詩
観
形
成
の
過
程
を
考
察
す
る
有
効
な
方
法
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
禅
僧
の
詩
観
及
び
詩
論
を
直
接
看
取
し
得
る
も
の
の

一
つ
に
、

「
抄
物
」
と
称
さ
れ
る
禅
林
の
講
説
書
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
室
町
期
の

国
語
資
料
と
し
て
、
国
語
学
者
に
よ
り
夙
に
注
目
さ
れ
る
所
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
唐
宋
の
詩
家
の
別
集
や
総
集
を
釈
し
た

「
抄
物
」
は
他
方
、
五

山
詩
研
究
の
上
で
も
往
時
の
詩
語
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
変
遷
ま
で
も

確
認
し
得
る
第

一
等
資
料
で
あ
り
、
等
閑
視
す
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

中
で
も

『
三
体
詩
』
は
特
に
盛
ん
に
講
説
の
場
が
設
け
ら
れ
、
多
数
の
抄

録
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

蘇
拭
詩
と
共
に
、
伝
授
に
師
承
関
係
が
確
立
し
て
い
た

『
三
体
詩
』
で

は
、
師
説
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
講
釈
の
基
本
で
あ

っ
た
。

だ
が
今
日
、
抄
の
多
く
は
亡
供
し
、
現
存
す
る

一
部
の
み
か
ら
、
そ
の
伝

授
や
師
承
関
係
の
断
片
を
辿
り
得
る
に
留
ま
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
室
町
後
期
の
月
舟
寿
桂

（
一
四
七
〇
～

一
五
三
三
）
の
著
し
た

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』

（
以
下

『
幻
雲
抄
』
と
略
す
）
は
特
に
重
要
な

一
書

で
あ
る
（５
）。
絶
句
の
み
を
註
し
た
此
書
は
、
鎌
倉
期
の
龍
山
徳
見

。
中

巌
円
月
以
来
の

『
三
体
詩
』
注
疏
諸
説
を
集
成
し
て
お
り
、
歴
代
の
解
釈

を
俯
敵
し
得
る
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
斯
書
を
繕
く
に
、
江
西
説
の
引

用
は
多
岐
に
亙
り
、　
コ

一体
詩
』
伝
授
に
お
け
る
江
西
龍
派
の
重
要
性
を

立
証
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

杜
詩
を
講
し
て

『
杜
詩
続
翠
抄
』
、
蘇
拭
詩
を
講
じ
て

『
天
馬
玉
沫
』

を
著
し
た
江
西
は
五
山
に
お
け
る
古
典
学
の
泰
斗
で
あ

っ
た
（６
）。
そ
し

て
更
に

『
三
体
詩
』
に
つ
い
て
も
、
義
堂
周
信

・
絶
海
中
津
と
い
う
中
巌

円
月
以
来
の
系
統
の
み
な
ら
ず
、
別
系
の
観
中
中
諦
の
説
も
享
受
し
、

「
遂
に
両
系
統
に
お
け
る
諸
説
を
、
折
衷
し
」

（山
岸
徳
平
氏

『
五
山
文

学
集
　
江
戸
漢
詩
集
』

（
日
本
古
典
文
学
大
系
８９
）
解
説
）
、
自
ら
の
解

釈
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
位
置
に
彼
は
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

如
上
の
系
譜
を
前
提
と
し
て
本
稿
で
は
第

一
に
、
五
山
の

『
三
体
詩
』

等
詩
文
の
注
疏
の
中
か
ら
詩
語

「
多
情
」
に
関
わ
る
問
題
点
を
抽
出
し
、
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江
西
の
解
釈
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
で
五
山
詩
僧
の
詩
語
獲
得
の
過
程

を
概
観
す
る
。
次
い
で
第
二
に
、
冒
頭
、
江
西
詩
の
製
作
契
機
及
び
そ
の

作
品
の
内
含
す
る
特
質
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

『
三
体
詩
』
所
収
の
七
絶
の
中
で
、
詩
語

「
多
情
」
の
用
例
は
三
作
に

見
ら
れ
る
。
そ
の

一
、
晩
唐
の
詩
人
唐
彦
謙
の

「
葦
曲
」
詩
の
起

・
承
寅

欲
レ写
〓愁
腸
一
愧
二不
才

一　

　

多
情
練
漉
己
低
推

に
つ
い
て

『
幻
雲
抄
』
で
は
続
翠
、
即
ち
江
西
の
釈
と
し
て
次
の
説
を
紹

介
し
て
い
る
。

欲
写
―
―
続
翠

（江
西
）
云
、
此
詩
不
審
也
、
逢
二天
下
乱

・
、
…

…

〈
中
略
〉
…
…
我

ハ
乱
後
自
離
「
別
故
郷
・
以
来
、
無
二定
跡
・
、

故
嗅
レ花
写
レ愁
也
、

（
括
弧
及
び
訓
点
は
筆
者
）

第

一
句
の
措
辞

「
写
愁
腸
」
は
、
前
掲
江
西

「
秋
夕
留
客
論
詩
」
七
絶

に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
五
山
僧
の
詩
嚢
の
中
に
あ
る
表
現
で
あ
る
。
此

詩
で
江
西
が
不
審
を
呈
し
て
い
る
の
は
第
二
旬
の
解
釈
で
あ
る
。
承
句
の

「
練
漉
」

「
低
推
」
の
二
語
は
、
本
国

『
三
体
詩
』
注
釈
の
基
盤
と
な

っ

た
宋
代
の
季
昌
注
以
来
、
語
意
不
詳
の
表
現
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
江
西
以
下
五
山
詩
僧
は

一
つ
の
解
釈
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
同

じ
く

『
幻
雲
抄
』
で
は
、

欲
写
愁
―
―
―
其
愁
情
ノ
多
キ
ニ
絹
ヤ
ナ
ン
ト
フ
練
り
洗
フ
テ
、
モ

ミ
ソ
コ
ナ
ウ
ヤ
ウ
ニ
憤
悶

ニ
モ
ミ
ソ
コ
ナ
ワ
レ
テ
身
モ
ク
ツ
レ
ハ
テ
、

低
推
シ
テ
ク
ツ
タ
リ
ト
成
ル
也

と
記
す
。
即
ち
、
憤
悶
の
た
め
に
揉
み
損
な
わ
れ
た
絹
の
よ
う
に
心
身
の

疲
れ
果
て
た
様
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
文
中
、
江
西
が
こ
の
両
句

を

「
天
下
は
千
文
の
た
め
に
混
乱
し
、
故
郷
か
ら
も
遠
く
離
れ
た
作
者
唐

彦
謙
は
、
も
は
や
自
身
の
才
能
を
発
揮
す
る
場
も
失
い
、
た
だ
詩
作
に
耽

け
る
身
と
な

っ
た
こ
と
を
嘆
く
ば
か
り
で
あ
る
」
と
い
う
独
自
の
視
点
で

捉
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
第

一
句
、

「
愧
不
才
」
を
逆
説
的
に

も
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
多
情
」
に
つ
い
て
は

「
愁
情
ノ

多
キ
」
と
し
、
自
詩
の
用
法
と
異
な
る
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「
多
情
」
を

「
愁
情
」
と
解
す
る
例
は
他
に

一
首
、
雅
陶

「
過
南
隣
花

園
」
絶
句
の
釈
に
見
ら
れ
る
。
同
詩
の
第

一
。
二
旬
、

莫
レ怪
頻
過
二有
レ酒
家
・　

　

多
情
長
是
惜
二年
華
・

を

『
幻
雲
抄
』
の
注
で
は
、

「
村
云
」
と
し
て
村
庵
、
希
世
霊
彦

（
一
四

〇
三
～

一
四
八
八
）
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
希
世
は
惟
肖
得
巌

（
一
三

六
〇
～

一
四
三
七
）

。
江
西
ら
応
永
期
の
主
要
詩
僧
に
師
事
し
、
詩
文
を

学
ん
だ
室
町
期
中
葉
の
代
表
的
学
僧
で
あ
り
、
禅
林

『
三
体
詩
』
講
義
の

中
心
と
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。

『
幻
雲
抄
』
に
も
江
西
と
並
ん
で
多
く
の

説
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
後
生

へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

そ
の
希
世
の
釈
を
録
し
た
も
の
と
し
て

『
聴
松
和
尚
三
体
詩
抄
』
な
る
抄

物
が
蓬
左
文
庫
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
斯
書
で
は
、
先
掲
雅
陶
詩
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
抄
し
て
い
る
。

莫
怪
―
言

ハ
、
我
力
此
ノ
程
シ
ケ
ノ
ヽ
卜
頻
二
南
隣
之
華
園
有
レ酒
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処
ノ
家

二
往
来
シ
過
ル
ハ
シ
怪
ナ
ソ
、

ユ
ワ
レ
ア
リ
、
ナ
セ
ニ
ナ
レ

ハ
、
酒
ヲ
飲
テ
コ
ソ
流
年
ノ
愁
多
情
フ
モ
忘
レ
ン
ロ

（
年
か
）
華
ノ

可
レ惜
処

ハ
花
開
ケ
テ
、
又
ヤ
カ
テ
落
ル
時
モ
有
也
、
花
ノ
開
ヲ
見

テ
ウ
レ
シ
ウ
思

ヘ
ハ
織
ノ
間
二
、
又
吹
レ花
フ落
セ
ハ
ウ
ラ
メ
シ
キ
也
、

サ
ル
ホ
ト
ニ
此
ノ
愁
ヲ
ハ
酒
フ
飲
テ
、
忘
レ
イ
テ
ル
也
　
村
云
、
租

則
「
刊
劇
回
引
自
コ
「
割
副
劉
「
引
引
ｌｌ
Л
「
ヨ
「
■
４
引
レＩ
Ｊ
「
＝
＝
ヨ
到
「
И
ト

云
歌

ハ
此
ノ
詩
ノ
心

二
打
似
タ
ホ
ト
ニ
、
此
ノ
詩
カ
ラ
続
也
、
其
カ

是
祖
歌
也

（補
書
及
び
傍
線
は
筆
も

「
多
情
」
は

「
流
年
ノ
愁
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
花
開
け
ど
も
、
嘆
賞
す
る

間
も
な
く
風
に
吹
か
れ
散
り
落

つ
花
、
即
ち
春
の
風
物
の
無
常
さ
に

一
喜

一
憂
す
る
感
傷
に
他
な
ら
な
い
。
正
に
前
掲
、
自
居
易
作

「
劉
家
花
」
と

同

一
の
心
情
で
あ
る
。
そ
の
感
懐
を
希
世
は
傍
線
部
、

「
花
見
ヨ
ト
云
々
」

と
い
う
証
歌

一
首
と
共
に
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
希
世
の
こ
の
説
は
、

和
歌
も
含
め

『
幻
雲
抄
』

へ
の
採
録
と
完
全
に

一
致
す
る
。
後
代
に
も
継

承
さ
れ
た
解
釈
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

「
情
」
を

「
愁
情
」
と
す
る
の
は
晩
唐
に
限
ら
ず
、
唐
土
に
あ

っ
て
も
最
も
妥
当
な
詩
語
解
釈
で
あ

っ
た
。
宋
詩
を
例
に
と

っ
て
も
、
北

宋
最
大
の
詩
家
、
蘇
東
波
の
作
で
、
禅
林
で
も
殊
の
外
人
口
に
檜
実
し
た

「
宿
州
次
韻
劉
涯
」
律
詩
の
頷
聯
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

多
情
自
髪
三
千
丈
　
　
無
用
霜
皮
四
十
日

『
四
河
入
海
』
で
は
万
里
集
九
編

『
天
下
自
』
を
引
用
し
、
同
聯
を
次

の
よ
う
に
釈
す
。

白
云
…
…

〈
中
略
〉
‥
…
多
―
―
波
言

ハ
我
レ
致
二君
於
尭
舜
・
救
ニ

民
於
土
炭

・
テ
ト
思
フ
其
多
情

ニ
ヨ
リ
テ
自
髪
己
二
三
千
丈
ソ
サ
テ

我
力
材

ハ
大
ナ
レ
ト
モ
用

ニ
タ
ヽ
ス
シ
テ
ア
ル
程

二
霜
皮
四
十
囲

ハ

カ
リ
古
柏
ノ
小
用
二
不
立
シ
テ
イ
タ
ツ
ラ
ニ
ク
チ
ハ
ツ
ル
ト
同
シ
キ

ソ
…
…

〈
以
下
略
〉
…
…

（
『
四
河
入
海
』
巻
第
十
八
）

そ
の
意
図
す
る
所
は
、
救
世
斉
民
の
高
い
理
想
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
志
は

為
政
者
に
容
れ
ら
れ
ず
、
君
恩
の
施
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
老
進
士
の
悲
嘆

の
姿
で
あ
る
。
君
臣

へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
即
ち

「
多
情
」
な
の
で
あ
る
。

『
四
河
入
海
』
で
は
言
明
さ
れ
な
い
も
の
の
、
東
波
の
措
辞
が
、

自
髪
三
千
丈
　
　
縁
愁
似
箇
長

と
す
る
李
自
作

「
秋
浦
歌
」
の
情
景
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、　
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
東
城
詩
の

「
多
情
」
も

「
愁
情
」
と
解
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

東
崚
詩
の
用
例
の
よ
う
に
、
詩
語

「
多
情
」
は
景
物
に
託
し
て
自
ら
の

境
遇
を
嘆
ず
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
憂
愁
を
表
す
語
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
の
が
第

一
義
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
解
釈
が
本
国
禅
林
で

も
承
継
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
収
め
ら
れ
た

惟
肖
得
巌
作

「
梨
花
白
頭
鳥
図
」
七
絶
も
そ
う
し
た
詩
観
に
連
な
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
第

一
。
二
句
、

人
生
易
老
是
多
情
　
　
人
生
老
い
易
き
は
是
れ
多
情
の
た
め
な
り

鳥
亦
自
頭
何
不
平
　
　
鳥
も
亦
白
頭
な
る
は
何
の
不
平
な
る
ぞ

を
抄
中
、
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コ

ゝ

ロ

〇

一
二
ノ
句
。
人
生
ノ
間

二
。
年
ノ
老
イ
ヤ
ス
イ
コ
ト
ハ
。

イ
ゴ
ト
ノ
。
多
キ
ニ
ヨ
リ
タ
コ
ト
プ
。
…
…

〈
以
下
略
〉
（傍
線
筆
者
）

と
釈
す
。
そ
れ
は
正
し
く

「
多
情
不
及
少
情
人
」
と
認
め
た
自
詩
に
類
す

る
用
法
で
あ
る
。

三

し
か
し
、
禅
林
に
お
け
る
詩
語

「
多
情
」
の
解
釈
は
、
自
居
易
に
連
な

る
用
法
の
み
に
は
限
ら
れ
な
か

っ
た
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
は
江
西

。

惟
肖
の
前
掲
作
の
他
に

一
首
、

「
多
情
」
の
措
辞
の
見
え
る
作
が
あ
る
。

伝
未
詳
の
五
山
僧
、
仰
之
□
岱
の
手
に
な
る

「
寄
故
人
」
詩
が
そ
れ
で
あ

る
。
抄
で
は
そ
の
起

・
承
句
を
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

風
月
多
情
天
′
一
方
　
　
征
鴻
滅
ス
ル処
暮
天
長

〇

一
二
ノ
句
。
故
人

二
別
レ
テ
。
遠
方

ニ
ア
レ
ハ
。
風
月
フ
見
ル
ニ

タ
ゞ
心
ニ
ハ
ナ
ク
。
多
情
ヲ
倍
ス
ノ
ミ
也
。
‥
‥

〈
中
略
〉
…
…
多

余
り
。
ソ
ナ
タ
ヘ
。
飛
行
ク
雁

マ
テ
モ
。
ナ
ツ
カ
シ
サ
ニ
。
日
暮
ノ

。
ツ
ク
ノ
ヽ
ト
ナ
ガ
ム
レ
バ
。
飛
行
ク
雁
モ
。
程
ナ
ク
見

ヘ
ズ
。
ア

暮
天
ノ
長
キ
マ
デ
也
…
…

〈
以
下
略
〉
…
…

惟
肖
得
巌
の
別
集

『
東
海
裏
華
集
』
に

「
寄
岱
仰
之
詩
序
」
の

一
文
が
見

え
る
こ
と
か
ら
、
作
者
岱
仰
之
は
明
徳

。
応
永
期
頃
の
惟
肖
と
親
交
の
あ

っ
た
禅
僧
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
仰
之

「
寄
故
人
」
は
、
詩
題

か
ら
表
現
に
至
る
ま
で
、
や
は
り

『
三
体
詩
』
に
収
め
ら
れ
た
張
艇
作

「
寄
人
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
明
自
で
あ
る
。

寄
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
艇

酷
憐
二風
月
一
為
二多
情
・　

　

還
到
〓春
時

・
別
恨
生

侍
レ柱
尋
思
倍
偶
帳
　
　
　
　
　
一
場
春
夢
不
三分
明
・

こ
の
七
絶
の
第

一
句
を
、
本
国

『
三
体
詩
』
抄
物
の

一
つ
で
律
詩
ま
で

の
全
作
品
を
網
羅
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
広
く
研
究
者
に
も
利
用
さ

れ
て
き
た
雪
心
素
隠
編

『
三
体
詩
素
隠
抄
』
（
７
）
で
は
、

酷
夕
憐
ム
、
風
月
ノ
為

二
多
情
ナ
ル
コ
ト
フ

と
い
う
訓
読
を
施
し
て
い
る
。

「
私
が
千
々
に
思
い
乱
れ
る
の
は
、
風
月

が
あ
ま
り
に
も
感
興
を
そ
そ
る
か
ら
な
の
で
す
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
で
は
、

「
風
月
を
見
て
も
心
に
は
留
ま
ら
ず
、
遠
く
離
れ
た

故
人
を
思
う
気
持
が
募
る
ば
か
り
で
す
」
と
す
る
仰
之
詩
の
釈
を
導
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
に
注
目
し
つ
つ
他
の

『
三
体
詩
』
抄
物
を
織
く

と
、

『
幻
雲
抄
』
で
は
江
西
の
言
と
し
て
次
の
説
を
伝
え
て
い
る
。

酷
憐
―
―
―
続
翠
云
、
酷
憐
■

―^
―
・
，為
ち
メ多
情

・
ｔ
ヵ
　
言

ハ

風
月
ノ
面
白
キ
テ
ハ
ナ
シ
人
ヲ
思
ホ
ト
二

一
夜
不
レ睡
シ
テ
味
タ
ソ

…
…

〈
以
下
略
〉
…
…

つ
ま
り
第

一
句
は
、

酷
夕
風
月
フ
憐
ム
ハ
多
情
ナ
ル
カ
為
ナ
リ

と
訓
読
す
べ
き
こ
と
を
前
提
と
し
、

「
自
分
が
物
思
い
に
耽
け

っ
て
い
る

と
、
風
月
も
そ
の
心
情
に
相
応
し
い
興
趣
あ
る
も
の
と
な
る
」
の
で
あ
資

『
素
隠
抄
』
の
提
唱
す
る
如
く
風
月
が
人
恋
し
さ
を
募
ら
せ
る
の
で
は
な

い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
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仰
之
詩
注
と

一
致
す
る
解
釈
で
あ
る
。
抄
者
如
月
が
江
西
の
示
す
訓
読
に

拠

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

『
幻
雲
抄
』
に
は

『
素
隠
詮

と
同
様
の
訓
読
を
掲
言
す
る
説
は
他
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、

『
素
隠
抄
』
が

『
幻
雲
抄
』
の
如
き
正
当
な
五
山
詩
壇
の
潮
流
か
ら
は

一

線
を
画
し
た
場
で
施
さ
れ
た
注
疏
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
さ
て
、
江
西
の
説
で
は
詳
し
く
言
及
さ
れ
な
か

っ
た
張
艇
詩
の
製
作
契

機
が
、
後
の
希
世
霊
彦
に
至

っ
て
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
聴

松
和
尚
抄
』
で
は
詩
題
を
注
し
、

是

ハ
恋
之
詩
也
、
哀
別
之
情
フ
作
也

と
艶
詩
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
次
い
で
、

酷
憐
ニ
ョ．
―
―

一
フー
ニー
ー
一
′　
一日
ハ
此
ノ
間
モ
愛
し
，風
月
，、

張
艇
月
ノ
花
ノ
ト
云
モ
ヲ
ノ
レ

一
人
多
情
□
□
□

（
ニ
シ
テ
か
）
情

ノ
切
ナ
ル
ニ
因
テ
也
、
而
モ
ヲ
ノ
レ
ニ
ソ
ウ
テ
居
ル
時

コ
ソ
風
月
ヲ

見
テ
モ
面
白
ケ
レ
…
…

〈
以
下
略
〉
…
…

（補
筆
筆
者

と
述
べ
る
。
即
ち

「
フ
ノ
レ

一
人
多
情
」
に
し
て

「
（人
の
）
ヲ
ノ
レ
ニ

ソ
ウ
テ
居
ル
時

コ
ソ
風
月
フ
見
テ
モ
面
白
」
い
の
で
あ
り
、
常
に
作
者
自

身
の
心
情
を
中
心
と
す
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
美
人

へ
の
恋

情
が
自
然
の
情
景
を
面
白
く
も
さ
せ
、
或
い
は
つ
ま
ら
な
く
も
さ
せ
る
と

い
う
、
張
艇
詩
に
於
け
る

「
多
情
」
は

「
恋
情
」
、
恋
の
思
い
と
同
意
で

あ
る
。

「
人
ヲ
思
ホ
ト
二
一
夜
不
レ睡
」
と
し
た
江
西
も
、
同
詩
第
三

・

四
句
の
釈
で
は
、

春

ハ
陽
気
力
発
生
ス
ル
ホ
ト
ニ
夢
カ
ナ
ン
ソ
ニ
双
二連
理
枕

一
分
合

歓
被
ト
カ
ミ
タ
ホ
ト
ニ
ヌ
カ
思
力
生
シ
タ
毎
句
己
忘
タ
レ
ハ
夢
二
見

テ
思
イ
出
シ
タ
ト
作
ル
也
…
…

〈
以
下
略
〉
…

（
『
幻
雲
抄
』
）

「
連
理
枕
」

「
合
歓
被
」
等
の
語
を
用
い
て
お
り
、
斯
詩
を
唐
土
六
朝
の

『
玉
台
新
詠
』
等
に
所
収
さ
れ
る
関
怨
詩
の
系
譜
に
属
す
る
艶
詩
と
見
倣

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
多
情
」
が
恋
情
、
更
に
卑
近
に
は
淫
情
を
表
す
と
い
う
認
識
は
江
西

・
希
世
以
前
、
既
に
唐
土
に
あ

っ
て
提
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ

っ
た
。

五
山
で
最
も
普
及
し
た
詩
作
の
手
引
書
で
あ
る
元
代
陰
時
夫
編
の
韻
書

『
韻
府
群
玉
』
の
巻
第
七
、
下
平
声
第
八

「
庚
」
韻

「
情
」
字
部
で
は

「
雖
老
多
情
」
の
項
目
を
設
け
、

雖
老
多
情

○
徐
娘
雖
老
猶
尚
多
情

の

一
文
を
記
し
、
多
情
が
淫
情
を
示
す
こ
と
の
用
例
と
し
て
い
る
。
こ
の

記
述
は
正
史

『
南
史
』
の
元
帝
徐
妃
伝
の
次
の
逸
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ

２つ
。
元
帝
徐
妃
、
諄
昭
楓
、
無
二容
質
一
、
不
レ見
レ礼
レ帝
、
三
二
年

一
人

レ房
、
帝
左
右
璧
季
江
有
二姿
容
・
、
又
与
淫
通
、
季
江
毎
歎
日
、
…

…

〈
中
略
〉
…
…
徐
娘
雖
レ老
猶
尚
多
情

『
韻
府
群
玉
』
は
簡
便
な
類
書
と
し
て
も
五
山
で
重
用
さ
れ
て
お
り
、
禅

僧
が
こ
う
し
た
発
想
を
も
幼
学
の
段
階
で
詩
嚢
に
獲
得
し
て
い
た
こ
と
も

十
分
想
定
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
江
西
や
希
世
も

『
韻
府
群
玉
』

を
根
拠
に
、
詩
語

「
多
情
」
を
恋
情
と
解
す
る
正
当
性
を
見
出
し
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。

蔭
木
英
雄
氏
は
前
述
の
如
く
、

「
多
情
」
を
多
く
自
作
に
用
い
る
江
西

の
詩
風
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
を

「
愁
」
字
の
用
法
に
列
な
る
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
、

「
”
多
情

“の
語
を
吐
く
江
西
は
、
又
、
芸
術
的
資
質
を
有

す
る
人
で
あ

っ
た
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
江
西
の
詩
作
の
中

で

「
多
情
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
詩
人
の
措
辞
で
は
全
く
意
図
さ
れ
な
い
、

新
た
な
解
釈
を
持

っ
た
詩
語
と
し
て
発
芽
し
、
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
で
の
如
月
の
仰
之
詩

へ
の
抄
文
も
、

当
然
こ
う
し
た
解
釈
を
踏
ま
え
た
上
で
の
も
の
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
自
居

易
や
蘇
拭
の
用
法
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
仰
之
詩
の

「
故
人
」
や
張
艇
詩

の

「
人
」
を

「
美
人
」

「
恋
人
」
と
解
す
必
然
性
は
な
い
。
し
か
し
本
国

五
山
詩
壇
に
あ

っ
て
は
江
西
に
よ
り

「
多
情
」
を
恋
情
と
解
す
独
自
な
詩

語
解
釈
に
よ
り
艶
詩
と
さ
れ
、
希
世
ら
が
そ
れ
を
後
代
継
承
す
る
と
い
う

展
開
の
中
で
、
最
も
妥
当
な
注
釈
と
し
て
文
壇
の
正
統
と
さ
れ
る
に
至

っ

た
の
で
あ

っ
た
。

四

江
西
に
よ
り
敷
術
し
た
詩
語

「
多
情
」
の
解
釈
の
独
自
性
は
、
冒
頭
、

江
西
の

「
竹
間
芍
薬
」
詩
の
釈
に
見
え
る

「
多
情
ト
ハ
断
腸
ノ
心
也
」
の

意
味
を
考
え
る
こ
と
で
更
に
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
社
鵬
断
魂
」
と
並
称
さ
れ
る

「
断
腸
猿
」
の
故
事
に
よ
り
広
く
人
口

に
胎
実
し
た
詩
語

「
断
腸
」
も
ま
た
、
唐
人
の
好
尚
し
た
表
現
で
あ

っ
た
。

『
中
華
若
木
詩
抄
』
で
は
、
著
名
な
杜
甫

「
漫
興
」
詩
に
見
え
る

「
断
腸
」

を
次
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。

腸

断^
フ春
江
欲
レ尽
頭
　
　
枝
Ｌ
葉
，徐
二歩
ン
テ立
ニ
フ芳
洲
・
ニ

〇

一
二
ノ
句
。
断
腸

ハ
。
カ
ナ
シ
キ
コ
ト
ニ
モ
。
又
ア
チ
キ
ナ
ク
シ

テ
。
タ
エ
カ
ネ
テ
。
断
腸
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
。
コ
ゝ
ノ
心

ハ
。
ロ
ニ

モ
出
サ
レ
ス
。
画

ニ
モ
カ
ヽ
レ
ス
。
何
ト
モ
。

エ
コ
ラ
エ
ヌ
也

（巻
下
　
杜
甫

「
漫
興
」
第

一
。
二
句
）

本
国
に
あ

っ
て
も
、
愁
嘆
を
詠
じ
る
際
の
類
型
表
現
と
し
て
夙
に
用
い
ら

れ
て
き
た
。
中
古
に
あ

っ
て
は
や
は
り
自
詩
の
影
響
が
大
き
く
、

『
和
漢

朗
詠
集
』
に
も
、

大
底
四
時
心
惣
苦
　
　
就
中
腸
断
是
秋
天

（巻
上
　
秋

「
秋
興
」
）

江
従
〓巴
峡
・
初
成
レ字
　
　
猿
過
二巫
陽

一
始
断
レ腸
（巻
下

　

「
猿
」
）

等
の
句
例
の
如
く
、
自
居
易
作
の
四
首
に

「
断
腸
」
の
措
辞
が
確
認
さ
れ

る
。杜
詩
や
自
詩
の
伝
統
的
な
用
法
に
対
し
、　
一
方
、
中
世
禅
林
に
あ

っ
て

は
こ
の
詩
語
も

「
多
情
」
と
同
様
、
や
は
り
艶
詩
の
中
で
多
用
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
飛
，稽
成
レ双
，宿
ン
テ相
並
７　
　
簾
前
暗
〓断
ニ
ッ美
人
′腸
フ
・

〇
三
四
ノ
句
。
鴛
奮

ハ
。　
一
双
ア
レ
ハ
。
捨
シ
テ
。
離
レ
ヌ
者
ソ
。

飛

ハ
双
テ
飛
ビ
。
宿
ス
レ
ハ
並
ヒ
テ
。
宿

ス
ル
ソ
。
コ
レ
ラ
。
簾
中

ニ
ア
ル
美
人

ハ
見
テ
。
人
シ
レ
ズ
ニ
。
断
腸
ス
ル
プ
。
ア
ラ
ウ
ラ
ヤ
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マ
シ
ノ
鳥
ヤ
ア
ノ
ヤ
ゥ
ニ
。

一
日
片
時
ナ
リ
ト
モ
。
ナ
ラ
デ
ト
思
フ

ソ
。
暗
ノ
字
妙
也
。
人

ニ
ハ
云

ハ
ス
心
中

二
思
フ
テ
。
断
腸
ス
ル
ゾ

（
巻
中
　
九
鼎
竺
重

「
鴛
奮
雛
」
第
二

・
四
句
）

右
は

『
中
華
若
木
詩
抄
』
所
収
、
本
国
五
山
の
九
鼎
竺
重
の
鴛
煮
を
詠

じ
た

一
作
で
あ
る
。
斯
詩
の
如
く
、

「
仲
睦
ま
し
い
お
し
ど
り
を
簾
中
の

美
女
が
眺
め
、
孤
闇
を
託

つ
自
分
自
身
に
比
し
て
断
腸
の
思
い
に
暮
れ
る
」

と
い
う
、

「
美
人
断
腸
」
の
詠
法
が
五
山
で
最
も
多
用
さ
れ
る

「
断
腸
」

の
用
例
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

『
玉
台
新
詠
』
巻
第
九
、
魏
文
帝
作

「
楽
府

燕
歌
行
」
二
首
連
作
に
見
え
る
、

群
燕
辞
帰
雁
南
翔
　
　
念
二君
客
遊

・
思
断
腸（
第

一
首
　
第
三

・
四
句
）

の
如
き
発
想
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
美
人
断
腸
」
で
あ

っ
て
も
、

杜
詩
や
自
詩
の
よ
う
に
愁
情
や
憂
情
を
示
す
こ
と
は
同

一
で
あ
る
。
し
か

し
本
国
で
は
唐
詩
、
特
に
中
晩
唐
詩
の
重
要
な

一
分
野
で
あ
る
宮
詞
や
艶

詩
製
作
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
詩
材
と
し
て
受
容
さ
れ
た

「
断
腸
」
は

闇
怨
を
表
す
語
と
し
て
理
解
さ
れ
、
後
代
類
型
化
さ
れ
る
と
い
う
展
開
を

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
五
山
僧
製
作
の
七
言
絶
句

を
集
大
成
し
た

『
翰
林
五
鳳
集
』
（８
）
に
は
、
二
巻
を
費
し
て
艶
詩
を
収

め
た

「
恋
」
部
を
設
け
て
い
る
。
斯
部
の
所
収
詩
に
も
、
以
下
の
如
く
著

し
い
詩
句
の
類
型
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。

洛
下
交
遊
酬
制
夜
　
　
尋
レ君
幾
夢
落
二治
洲
・

（巻
第
六
十
三
　
瑞
巌
龍
慢

「
寄
悟
渓
年
少
」
転

・
結
句
）

一
逢

一
別
両
般
思
　
　
緩
慰
二愁
腸

・
又
断
レ腸

（同
右
　
江
心
承
董

「
謝
詩
」
転

。
結
句
）

百
結
観
硼
回
酬
劇
　
　
多
端
思
惑
乱
猶
滋

（
同
右
　
集
雲
守
藤

「
寄
絲
恋
」
転

。
結
ｅ

ま
た
同
書
巻
第
二
十
八

「
雑
　
人
倫
」
部
に
は
先
掲
九
鼎
詩
に
更
に
表
現

の
類
似
し
た
次
の
句
例
も
あ
る
。

隔
簾
更
有
断
腸
処
　
　
枕
破
二斜
紅

一
紛
翠
香
　
　
　
　
　
　
　
・

（琴
叔
景
趣

「
美
人
睡
起
図
」
）

選
集

『
花
上
集
』
に
も
採
録
さ
れ
た
江
西
と
同
門
の
瑞
巌
を
始
め
、

『
嵐

斎
疏
藁
』
を
著
し
、
四
六
文
に
優
れ
た
江
心
ら
は
建
仁
寺
に
学
ん
だ
詩
僧

で
あ
る
。
艶
詩
の
用
例
に
惟
肖
や
心
田
の
作
は
殆
ん
ど
無
く
、
こ
の
詩
材

が
建
仁
寺
霊
泉
院
周
辺
で
特
に
親
実
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
後
代
に
は
用
例
の
枚
挙
に
暇
の
な
い
陳
套
化
し
た
用
法
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。五

こ
う
し
た

「
多
情
」
及
び

「
断
腸
」
の
義
を
踏
ま
え
た
場
合
、
冒
頭
の

江
西

「
竹
間
芍
薬
」
詩
の
解
釈
は
多
様
な
世
界
を
含
ん
だ
も
の
と
な

っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
順
を
追

っ
て
江
西
詩
の
解
釈
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

第

一
に
、
詩
題
に
見
え
る

「
芍
薬
」
の
喚
起
す
る
世
界
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
唐
土
の
古
典
で
は

『
詩
経
』
以
来
、
芍
薬
は
男
女
の
思
情

を
陳
ぶ
る
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
鄭
風

「
澪
清
」
詩
の
第
二
節
、



維
士
与
レ女
、
伊
其
相
謹
、
贈
レ之
以
二勺
薬

・

に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
江
西
自
身
の
詩
嚢
に
も
あ

っ
た
。
建

仁
寺
両
足
院
蔵

『
続
翠
詩
藁
』
の

「
花
木
」
部
に
、

「
謝
人
贈
紅
薬
」
た

る
、
や
は
り
芍
薬
に
題
し
た
七
絶
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
転
句
に
次

の
如
く

「
浄
浦
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

謝
人
贈
紅
薬
　
　
　
　
江
西
龍
派

天
女
将
花
欲
染
衣
　
　
天
女
花
を
将
い
て
衣
を
染
め
ん
と
欲
す
れ
ど

年
来
衰
朽
已
無
機
　
　
年
来
衰
朽
し
て
己
に
無
機
な
り

雨
中
澪
浦
多
情
色
　
　
雨
中
の
湊
清
は
多
情
の
色

驚
子
知
従
六
往
帰
　
　
驚
子
は
従
を
知
り
て
六
た
び
往
き
帰
る

「
滲
浦
」
の
語
が
表
す
恋
情
の
世
界
を
、
江
西
は
や
は
り

「
多
情
」
の
措

辞
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
七
絶
は
紛
れ
も
な
く
艶
書
で
あ
る
。

既
に

「
芍
薬
」
も
艶
詩
の
重
要
な
素
材
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
西
詩
に
見
ら
れ
る

「
芍
薬
」
の
背
景
は
、
決
し
て

「
澪
と

の
み
に
収
敏
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
芍
薬
、
就
中
紅
薬
は
中
国
宋

代
の
劉
餃
及
び
王
観
の
著
す
両

『
芍
薬
譜
』
に
よ
り
、
西
土
江
南
の
楊
州

を
代
表
す
る
景
物
で
も
あ

っ
た
。
殊
に
宋
代
の
類
書

『
百
川
学
海
』
に
収

め
ら
れ
た
王
観
の
著
作
は
、
本
国
禅
林
で
も
親
し
ま
れ
、
広
く
受
容
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
叢
林
の
詩
僧
に
と

っ
て

「
揚
州
、
江
南
の
芍

薬
、
恋
情
」
と
連
な

っ
た
時
、
想
定
さ
れ
る
の
は
唐
末
の
詩
人
、
社
牧
に

他
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
宋
末
の
禁
正
孫
編
の
総
集

『
詩
林
広
記
』

に
採
録
さ
れ
た
黄
庭
堅
の
次
の

一
作
を
契
機
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
る
所

と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

広
陵
早
春
　
　
　
　
　
黄
山
谷

春
風
十
里
珠
簾
捲
　
　
髪
髯
三
生
杜
牧
之

紅
薬
梢
頭
初
繭
栗
　
　
揚
州
風
物
賛
成
レ絲

（
後
集
巻
第
五
）

右
詩
の
眼
目
は
、
同
書
続
け
て
引
用
す
る
天
社
任
淵
編

『
山
谷
詩
集
注
』

の
詩
注
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
れ
は
杜
牧
の
詩
語
を
用
い
た
り
。

「
紅
薬
」
は
揚
州
の
芍
薬
を
謂

う
。

『
礼
記
』
王
制
に
曰
く
、

「
祭
天
地
之
牛
、
角
繭
栗
」
と
。
此

れ
を
借
用
し
て
以
て
花
芭
の
小
さ
き
を
言

へ
り
。
末
句
は
、
風
物
は

此
く
の
如
く
な
れ
ど
、
其
の
身
の
老
た
る
を
惜
し
む
を
謂
う
也
。

（原
漢
８

任
天
社
の
注
記
し
た
集
注
本
は
、
本
国
禅
林
で
最
も
普
及
し
た
山
谷
詩
の

テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
五
山
詩
僧
の
解
釈
の
根
拠
と
な

っ
た

一
書
で
あ
る
。

そ
の
任
淵
が
文
中
に
言
う

「
社
牧
の
詩
語
」
と
は
、
や
は
り

『
詩
林
広
記
』

所
収
山
谷
詩
に
附
記
さ
れ
た
杜
牧
作

「
有
所
見
」
詩
及
び

「
題
禅
林
」
詩

の
措
辞
を
指
す
。

有
所
見
　
　
　
　
　
　
社
牧
之

鰐
嬉
鰯
郷
十
三
余
　
　
士里
蔵
梢
頭
二
月
初

春
風
十
里
揚
州
過
　
　
捲
「
上
珠
簾
・
総
不
レ知

題
禅
林
　
　
　
　
　
　
杜
牧
之

競
肛

一
悼
百
分
空
　
　
十
載
青
春
不
レ負
レ公

-51-



今
日
費
絲
禅
楊
畔
　
　
茶
姻
悠
田
落
花
中

き
て
、
先
掲
黄
山
谷
詩
は
、
五
山
詩
僧
の

『
詩
林
広
記
』
提
唱
と
相
候

っ
て
、
社
牧
を
詠
し
た
作
と
し
て
本
国
詩
僧
に
盛
ん
に
愛
唱
さ
れ
た
ら
し

く
、
そ
の
影
響
下
に
な
る
詩
例
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

芍
薬
　
　
　
　
　
　
　
江
西
龍
派

黄
鵠
何
年
卿

一
枝
　
　
黄
鵠
何
年
か

一
枝
を
卿

ヘ

広
陵
紅
薬
落
天
涯
　
　
広
陵
の
紅
薬
を
天
涯
に
落
と
せ
り

東
風
憶
著
杜
書
記
　
　
東
風
に
憶
著
す
る
は
杜
書
記

酔
捲
珠
簾
費
似
絲
　
　
酔
ひ
て
捲
く
珠
簾
費
絲
に
似
た
り

（
『
続
翠
詩
藁
』
）

右
は
江
西
の
作
。

「
唐
土
か
ら
遠
く
離
れ
た
遍
か
扶
桑
の
地
に
咲
く
紅

薬
を
見
て
、
胸
に
思
う
の
は
杜
書
記
、
小
杜
の
姿
で
あ
る
」
と
い
う
こ
の

七
絶
、
結
句
の
表
現
は
山
谷
同
様

「
題
禅
林
」
詩
に
拠

っ
て
お
り
、
そ
の

影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

江
西
に
師
事
し
た
南
江
宗
滉

（
一
三
八
七
～

一
四
六
三
）
に
も
同
様
の

詩
例
が
見
出
せ
る
。

未
開
芍
薬
　
　
　
　
南
江
宗
滉

楊
州
風
物
故
人
詩
　
　
楊
州
の
風
物
故
人
の
詩

我
有

一
叢
添
費
絲
　
　
我
に

一
叢
の
費
絲
を
添
ふ
る
有
り

似
待
国
家
賢
宰
相
　
　
国
家
の
賢
宰
相
を
待

つ
に
似
て

小
欄
春
雨
放
紅
遅
　
　
小
欄
の
春
雨
に
紅
を
放

つ
こ
と
遅
し

（
『
漁
庵
小
稿
』
〉

横
川
景
三
命
名

『
花
上
集
』
に
も
採
ら
れ
た
こ
の
七
絶
の
起

・
承
句
、
室

町
末
期
成
立
、
編
者
未
詳
の
抄
物

『
花
上
集
紗
』
（９
）
で
は
次
の
如
く
釈

し
て
い
る
。

楊
州
風
物
費
作
レ絲
フ
ト
杜
牧
ヵ
作
タ
ソ
　
古
人

ハ
社
牧
ソ
　
我
有
―

―
―
カ
ウ
杜
モ
作
タ
カ
我
モ
カ
ウ
チ
ヤ
ヨ
　
芍
薬
フ
ナ
カ
メ
テ
イ
タ

レ
ハ
　

シ
ラ
カ
ポ
ウ
ケ
ニ
ナ
ツ
タ
程

ニ
ソ
…
…

〈
以
下
略
〉
…
…

抄
者
が
杜
牧
作
と
す
る
詩
句
は
、
前
掲
山
谷
詩
の
第
四
句
で
あ
る
。
社

牧
の
詩
句
以
上
に
、
杜
牧
像
造
形
の
た
め
に
重
要
で
あ

っ
た
山
谷
詩
の
、

五
山
禅
林
で
の
称
揚
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

五
山
詩
僧
、
就
中
江
西
が
山
谷
詩
に
よ

っ
て
い
か
な
る
社
牧
像
を
作
り

上
げ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
、
今

一
度
、
山
谷
が
典
拠
と
す
る
杜
牧
詩
に

目
を
転
じ
て
み
た
い
。

『
詩
林
広
記
』
所
収
山
谷
詩
に
附
記
さ
れ
た
二
首

の
中
、

「
有
所
見
」
詩
に
は
謝
畳
山
の
釈
文
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
注
目

さ
れ
る
。
此
れ
は
妓
女
の
顔
色
の
麗
し
く
、
態
度
の
嬌

（
な
ま
め
か
）
し
く
、

二
月
に
童
蔵
の
花
の
初
め
て
開
く
が
如
き
を
言
う
な
り
。
揚
州
十
里

の
紅
楼
の
麗
人
美
女
で
、
珠
簾
を
捲
き
上
げ
、
其
の
姿
色
を
運
す
者

も
皆
、
此
の
女
に
は
如
か
ぎ
る
也
。

（
原
漢
文
）

即
ち
、
杜
牧
の
艶
事
を
語
る
詩
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
詩
林
広
記
』
の
編
者
察
正
孫
は
、
や
は
り
杜
牧

「
有
所
見
」
詩
に
拠

っ

た
陳
無
己
作

「
席
上
勧
客
酒
」
七
絶
を
掲
げ
、

檎
開
襟
抱
使
二心
寛
一　

　

大
放
酒
腸
須
二蓋
乾

一

珠
簾
十
里
城
南
道
　
　
　
肯
作
当
年
小
杜
看
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愚

（
正
孫
）
謂
う
。
此
の
詩
、
当
時
の
席
間
に
必
ず
歌
う
者
有
り
。

妹
麗
の
色
は
亦
た
是
れ
杜
牧
の
詩
語
を
用
い
た
り
。

「
小
杜
」
は
即

ち
杜
牧
也
。

（
原
漢
文
）

唐
土
に
於
て
燕
席
、
必
ず
人
々
に
唱
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
杜
牧
の
艶
間
の
謄

笑
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

社
牧
の
艶
事
に
関
わ
る
逸
話
の
豊
富
さ
は
、
唐
代
の

『
楊
州
夢
記
』
及

び
、

『
詩
人
玉
屑
』
を
中
心
と
す
る
宋
代
詩
話
の
中
で
集
成
さ
れ
、
本
国

禅
林
で
も
衆
知
の
故
事
と
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
を
既
に
拙
稿

「
一
体
宗
純

の
杜
牧
賛
に
つ
い
て
」
で
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（１０
）。
既
に
前
稿
で
述
べ

た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
数
多
く
の
艶
事
の
中
で
、
画
題
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
国
五
山
で
最
も
著
名
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

の
が

『
麗
情
集
』
を
出
所
と
す
る
杜
牧
水
嬉
の
物
語
で
あ
る
。

『
詩
人
玉

屑
』
に
採
録
さ
れ
た
こ
の
説
話
の
梗
概
は
、

「
若
か
り
し
杜
牧
が
湖
州
で

舟
遊
び

（水
嬉
）
を
催
し
た
折
、　
一
人
の
少
女
を
所
望
し
、
十
年
の
後
に

再
び
此
地
に
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
時
、
手
に
入
れ
ん
こ
と
を
約
束
し
た

も
の
の
、
三
年
遅
れ
た
た
め
に
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
歎

じ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
次
掲
、
牧
之
の

「
帳
別
」
詩
の
製
作
契
機
と
し

て
記
さ
れ
た
内
容
で
あ

っ
た
。

帳
別
　
　
　
　
　
　
　
杜
牧
之

自
恨
尋
レ芳
到
已
遅
　
　
往
年
曽
見
未
レ開
時

如
今
風
擢
花
狼
籍
　
　
緑
葉
成
レ陰
子
満
レ枝

（
『
詩
人
玉
屑
』
巻
第
十
六
所
収
本
文
に
拠
る
）

こ
の
逸
話
は

『
麗
情
集
』
に
既
に
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
湖
州
を
詠
し
た
蘇

東
波
の
七
言
詩

「
将
之
湖
州
。
戯
贈
事
老
」
の
詩
材
と
な

っ
た
こ
と
で
、

後
世
広
く
知
ら
れ
る
所
と
な
り
得
た
の
で
あ

っ
た
。

東
壊

・
山
谷
と
い
う
宋
代
の
二
大
詩
家
の
影
響
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か

っ
た
の
か
、
江
西
の
詩
才
を
培

っ
た
建
仁
寺
周
辺
の
詩
僧
に
は
杜
牧
を
詩

題
に
し
た
作
例
が
幾
首
か
見
出
せ
る
も
の
の
、
義
堂

・
絶
海
以
降
、
五
山

で
の
杜
牧
像
か
ら
は
そ
の
社
会
性
や
史
家
と
し
て
の
側
面
は
欠
落
し
、
東

城
詩

・
山
谷
詩
を
祖
述
し
た
常
套
的
な
措
辞
に
よ
る

「
淫
色
」
の
姿
を
描

く
こ
と
に
類
型
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
類
型
を
促
し
た
要
因
と
し
て
、
講
説
の
場
で
江
西
龍
派
の
果

た
し
た
役
割
が
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
る
。　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
巧
み
な

風
景
描
写
で
杜
牧
詩
中
、
最
も
人
口
に
胎
実
し
た

「
江
南
春
」
絶
句
を
講

し
て
、
江
西
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

続
翠
講
云
、
時
節
境
致
モ
面
白
ケ
レ
ト
モ
ト
コ
フ
看

マ
ワ
ス
モ
例
ノ

イ
ヤ
ナ
僧
寺

ハ
カ
リ
テ
無
興
也
、
京

ニ
テ
ア
ラ
ウ
ニ
ハ
サ
コ
ソ
面
白

カ
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
也
、
是
杜
牧
平
生
愛
二女
色

・
之
謂
也
　
補

（横

川
景
三
）
義
同
之

（
『
幻
雲
抄
』
）

文
中

「
是
杜
牧
平
生
愛
女
色
」
と
い
う
、
お
よ
そ
禅
林
ら
し
か
ら
ぬ
言
及

ま
で
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

『
詩
林
広
記
』
で
は

「
題
禅
院
」
と
題
さ
れ
た
前
掲
七
絶
は
、

『
三
体
詩
』
に
は

「
酔
後
題
僧
院
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
斯
詩
に
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つ
い
て
も
江
西
は
、

競
松
―
―
続
翠
云
、
饒
字
好
シ
、
イ
キ
モ
ツ
カ
ツ
飲
テ
盃
ヲ
ツ
ツ
テ

ト
コ
ニ
余
涯

ハ
ア
ル
ソ
、　
一
滴
モ
ナ
イ
ソ
ト
ミ
セ
タ
如
此
十
歳

ハ
カ

リ
ク
ル
ウ
タ
時

ハ
、
青
春
不
負
我

二
亦
不
負
春
也
、
今
日
ハ
僧
二
交

テ
結
句
酒
モ
ナ
ク
テ
対
落
花
風
也
、
昔

ハ
妓
女
ノ
中

ニ
イ
タ
カ
今
ノ

ナ
リ
フ
見

ヨ
、
比
興
十
体
也
、
江
南
春
詩
云
々
此
類
也
（
『
幻
雲
抄
』
）

「
江
南
春
」
詩
同
様
、
若
か
り
し
杜
牧
の
艶
間
を
眼
目
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
杜
牧
像
こ
そ
が
江
西
を
し
て

「
多
情
」
と
表
現
さ

れ
る
べ
き
対
象
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

前
述
、
杜
牧
水
嬉
説
話
に
取
材
し
た

「
春
湖
水
嬉
」
と
い
う
詩
題
が
江

西
の
別
集
に
確
認
さ
れ
る
。

春
湖
水
嬉
　
　
　
　
　
江
西
龍
派

官
船
載
妓
問
清
晨
　
　
官
船
妓
を
載
せ
清
晨
に
開
す

柳
色
初
深
湖
上
春
　
　
柳
色
初
め
て
深
し
湖
上
の
春

幕
府
少
年
無
杜
牧
　
　
幕
府
の
少
年
社
牧
を
お
い
て
無
く

多
情
黄
鳥
莫
蔵
身
　
　
多
情
な
る
黄
鳥
身
を
蔵
す
こ
と
莫
し

（
『
続
翠
詩
藁
』
）

第
四
句
、

「
黄
鳥
」
は
当
然

「
江
南
春
」
詩
の

「
千
里
鶯
喘
云
々
」
と

い
う
情
景
を
連
想
さ
せ
る
。
若
き
杜
牧
を
黄
鳥
、
常
に
磐
え
、
艶
事
に
耽

け
る
姿
を

「
多
情
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

「
多
情
」
は
千
済
撰
、
察
正
孫
補
訂

『
聯
珠
詩
格
』
に
収
め
ら
れ
た
杜

牧

「
贈
別
」
詩
に
見
え
る
詩
語
で
も
あ
る
。

贈
別
　
　
　
　
　
　
　
杜
牧
之

多
情
卸
似
総
無
レ情
　
　
惟
覚
樽
前
笑
不
レ成

蝋
燭
有
心
還
惜
レ別
　
　
替
レ人
垂
レ涙
到
二天
明
・

牧
之
の
意
図
し
た

「
多
情
」
は
自
居
易

「
多
情
不
及
少
情
人
」
に
類
す
る

が
如
き
、
神
経
の
繊
細
さ
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
覚
醒
し
た
冷
静

な
眼
差
が
感
じ
ら
れ
る
。

だ
が

一
方
で
、
こ
の
七
絶
は
、
清
代
の
海
集
梧
に
よ
り
集
成

。
施
注
さ

れ
た

『
集
川
詩
集
注
』
に
は
、

『
詩
林
広
記
』
所
収

「
有
所
見
」
詩
に
続

く
連
作
の
第
二
首
と
し
て
、

「
贈
別
」
題
に
統
括
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
事
実
を
考
慮
せ
ず
と
も
、
江
西
が

「
莫
蔵
身
」
で
表
し
た

の
は
、
真
面
目
な
所
作
の
中
に
も
好
色
さ
を
覗
か
せ
て
し
ま
う
、
放
埒
な

「
多
情
」
な
杜
牧
の
姿
以
外
の
何
物
で
も
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
筆
致
は

一
休
宗
純

（
一
二
九
四
～

一
四
八

一
）
の

「
賛
杜
牧
」
詩
の

一
聯
、

欲
隠
弥
彰
狂
語
笑
　
　
隠
さ
ん
と
欲
し
て
弥
よ
彰
わ
る
狂
語
の
笑
い

多
盃
酔
後
紫
雲
前
　
　
多
盃
酔
ひ
て
後
は
紫
雲
の
前

（
『
狂
雲
集
』
（ｎ
）所
収

「
賛
杜
牧
」
転

・
結
９

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
江
西
詩
に
類
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

如
上
の
江
西
の
社
牧
像
及
び
杜
牧
詩
解
釈
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
江
西

の
用
い
た

「
多
情
」
の
義
、
及
び

「
芍
薬
」
の
世
界
の
多
彩
さ
が
初
め
て

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一ハ
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艶
詩
に
列
な
る
江
西

「
竹
間
芍
薬
」
の
世
界
の
多
彩
さ
は

「
芍
薬
」
の

み
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
同
詩
の
第
四
句
、

『
中
華
若
木
詩
塗

で
は
、

「
総
ジ
テ
竹
フ
美
人

二
比
シ
テ
。
翠
袖
ノ
佳
人
卜
。
ナ
ヅ
ク
ル
ソ
」

と
注
し
て
い
る
。
第
二
に
は
、

「
竹
」
の
喚
起
す
る
情
景
を
検
分
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

「
竹
」
と
美
人
の
繋
が
り
は
、
や
は
り
唐
宋
の
大
家
の
作
品
を
出
典
と

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
社
甫
の
五
言
排
律

「
佳
人
」
の
終
聯
、

天
寒
翠
袖
薄
　
　
日
暮
侍
二修
竹

・

（
『
杜
詩
続
翠
抄
』
（１２
）巻
五
）

が
そ
の
喘
矢
で
あ
る
。
し
か
し
杜
詩
に
あ

っ
て
は
、
肌
寒
い
夕
暮
の
物
寂

し
さ
の
中
、
翠
袖
の
落
塊
の
美
人
に
配
さ
れ
た
修
竹
の
風
景
が
、
芍
薬
と

共
に
詠
じ
ら
れ
る
妥
当
性
を
有
す
る
た
め
に
は
次
掲
、
蘇
東
壊
の

一
作
を

候
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

王
進
叔
所
蔵
画
跛
尾
五
首
、
芍
薬

侍
レ竹
佳
人
翠
袖
長
　
　
天
寒
猶
着
二薄
羅
裳
・

楊
州
近
日
紅
千
葉
　
　
自
是
風
流
時
世
粧

（
『
四
河
入
海
』
）

杜
詩

。
蘇
詩
共
に
好
ん
だ
江
西
が
、
そ
の
講
義
録
と
し
て
各
々
、

『
杜
詩

続
翠
抄
』

『
天
馬
玉
沫
』
を
編
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

『
四
河
入
海
』

で
は
こ
の
七
絶
で
、
供
書

『
天
馬
玉
沫
』
を
ふ
ま
え
、
江
西
の
言
と
し
て

興
味
深
い
解
釈
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
作
は
、
画
幅
の
中
で
、
竹
に
寄
り
添
う
如
く
に
咲
く

一
葉
の
芍

薬
を
佳
人
に
比
し
、

「
そ
の
清
楚
に
美
し
き
こ
と
、
今
を
盛
り
と
咲
き
誇

る
楊
州
の
名
花
、
千
葉
の
芍
薬
の
妖
艶
さ
を
以
て
し
て
も
及
ぶ
ま
い
」
と

解
す
る
の
が
、
惟
肖
得
巌
及
び
彼
に
師
事
し
、
講
義
録

『
腔
説
』
を
著
し

た
瑞
渓
周
鳳
の
立
場
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
江
西
の
説
は
こ
の
両
者
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

っ

た
。

『
四
河
入
海
』
の
引
く
江
西
の
言
と
は
次
の

一
文
で
あ
る
。

続
翠
解
不
レ然
、
上
二
句
、
無
レ幸
貞
女
．
此
貞
女
標
格
不
レ凡
、
雖
レ

然
不
レ愛
レ之
。
下
三
旬
、
楊
州
濃
粧
千
葉
之
芍
薬
、
自
謂
二風
流

・

也
。
比
二此
図
中
之
花
・
則
甚
俗
不
レ足
レ愛
レ之
、
雖
レ然
小
児
彙
眩

而
巳
。
若
論
二図
中
之
花
・
、
真
箇
無
幸
之
佳
人
似
レ之
。
故
上
二
旬
、

賦
〓貞
女
之
体

・
、
以
比
二図
中
之
花
一
也
。
蕉
雪
以
二楊
州
幸
千
葉

・
為
二牡
丹
一
。
趙
次
公
注
云
、
紅
千
葉
言
〓揚
州
之
多
葉
芍
薬
一
也
。

某
謂
、
続
翠
解
甚
有
二滋
味

・
。

（
巻
第
十
一
し

即
ち
、
典
拠
で
あ
る
杜
詩
の
情
景
を
活
か
し

つ
つ
、
瑞
渓
ら
と
は
逆
に
、

清
楚
で
美
し
い
も
の
の
、
甚
俗
な
妖
艶
さ
に
感
わ
さ
れ
た
人
々
に
は
鐘
愛

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
薄
幸
の
佳
人
の
姿
を
画
中
の
花
に
比
し
、
女
性
そ
の

も
の
の
美
し
き
を
描
い
た
点
に

一
詩
の
眼
目
が
あ

っ
た
と
釈
す
る
の
で
あ

る
。
蕉
雪
、
即
ち
惟
肖
の
興
味
が

「
千
葉
と
は
芍
薬
か
牡
丹
か
」
と
い
う

街
学
的
な
問
題
に
終
始
し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
壊
詩
に
新
た
な
情
景
や

解
釈
を
加
え
よ
う
と
試
み
る
江
西
の
姿
勢
は
、
杜
牧
詩
に
対
し
た
時
と
同

様
、　
一
貫
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
続
翠

（江
西
）
解
は
甚
だ
滋
味
有
り
」

と
す
る
書
中
の
評
価
も
非
常
に
意
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



七

如
上
の
江
西
の
意
図
を
踏
ま
え
、
今

一
度
冒
頭

「
竹
間
芍
薬
」
詩
に
戻

り
、
そ
の
全
句
を
通
し
て
解
釈
す
る
に
、
斯
詩
の
眼
目
は
、
叢
竹
に
独
り
、

孤
高
の
美
し
さ
を
放

つ
一
輪
の
花
を
美
女
に
書
え
て
、
そ
の
思
情
を
陳
ぶ

る
点
に
あ

っ
た
。
そ
の
詩
語
は
表
面
的
に
は
東
波

「
芍
薬
」
詩
に
拠

っ
て

い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
多
情
」
の

一
語
を
以
て
、
美
人

ヘ

の
恋
慕
を
示
す
に
は
、

「
芍
薬
」
に
よ
り
喚
起
さ
れ
る

『
詩
経
』

「
浄
と

詩
と
、
社
牧
の
逸
話
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
蘇
東
崚

・
黄
山
谷
と

い
う
宋
代
の
大
家
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
詩
材
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
本
国

五
山
で
は
江
西
龍
派
が
自
ら
の
講
説
に
よ
り
詩
壇
に
敷
術
し
て
い
っ
た
解

釈
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
在

っ
た
の
が

『
三
体
詩
』

伝
授
で
あ

っ
た
。
応
永
期
以
後
、
師
弟
関
係
の
確
立
し
た
五
山
詩
壇
で
は

詩
題
は
類
型
化
の

一
途
を
辿
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
江
西
の
示
し

た

「
芍
薬
、
杜
牧
、
恋
情
」
の
艶
情
の
世
界
も
、
後
代
の
艶
詩
流
行
の
中

で
は
あ
り
ふ
れ
た
表
現
と
な

っ
て
い
っ
た
。

『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
第
六
十

二
、
恋
部
に
は
、

燕
紫
鷲
黄
春
去
時
　
　
当
階
芍
薬
始
離
披

三
生
有
約
被
〓花
悩
・
　

我
亦
揚
州
杜
牧
之

（
「
紅
薬
数
茎
。
呈
上
―
―
仙
君
真
珠
簾
下
。
副
艶
詞

一
首
。
」
）

当
階
芍
薬
殿
春
風

　
　

一二
四
茎
開
暁
露
叢

我
有
二佳
人
菩
薩
面

・
　

看
来
花
亦
似
レ無
レ紅

（
「
紅
薬
数
茎
。
献
呈
―
―
佳
少
研
右
。
詩
以
述
卑
懐
云
。
」
）

芍
薬
梢
頭
暁
露
芳
　
　
満
階
風
物
似
〓維
楊

一

紅
顔
花
亦
有
二漸
色
　
　
十
倍
曹
不
年
少
粧

（
「
紅
薬
数
茎
。
呈
上
―
―
佳
丈
研
右
。
繋
以
小
詩
云
。
」
）

の
如
き
、
類
似
し
た
語
句
を
用
い
た
艶
詩
が
多
数
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
常
套
化
も
、
友
社
に
よ
る
独
自
な
詩
材
と
し
て
継
承
さ

れ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

江
西

「
竹
間
芍
薬
」
詩
は
艶
詩
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
作
品
に
は
表
現

上
の
措
辞
の
み
か
ら
で
は
量
り
得
な
い
豊
か
な
背
景
が
あ

っ
た
。
そ
し
て

そ
れ
ら
詩
題
や
詩
語
を
講
釈
に
よ

っ
て
後
の
世
代
に
受
け
継
い
て
い
っ
た

点
に
、
叢
林
四
絶
の

一
、
講
釈
を
以
て
そ
の
名
声
を
調
わ
れ
た
江
西
龍
派

（“
）
の
五
山
文
学
史
上
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
『
中
華
若
木
詩
抄
』
本
文
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
寛
永
版

（
中

田
祝
夫
氏
編

『
勉
誠
社
文
庫
』
二
十
に
影
印
所
収
）
に
拠
る
。

（２
）蔭
木
英
雄
氏
著

『
五
山
詩
史
の
研
究
』

（
昭
和
五
十
二
年
　
笠
間
書

院
）
第
二
章
　
第
四
節
参
照
。

（３
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
十
二
所
収
本
文
に
拠
る
。

（４
）五
山
詩
の
引
用
は
以
下
、
特
に
言
及
し
な
い
限
り

『
五
山
文
学
全
集
』

『
五
山
文
学
新
集
』
所
収
本
文
に
拠
る
。

（５
）内
閣
文
庫
所
蔵
天
文
五
年
写
本

（中
田
祝
夫
氏
編

『
抄
物
大
系
』
に

影
印
所
収
）
に
拠
る
。
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（６
）江
西
龍
派
の
古
典
学
の
評
価
に
つ
い
て
の
端
的
な
例
と
し
て
は
、
笑

雲
清
三
編

『
四
河
入
海
』
の
序
文
で
、

「
日
本
波
詩
講
談
師
」
の

一

人
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

（７
）国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
寛
永
十
四
年
版
本

（中
田
祝
夫
氏
編

『
抄
物

大
系
』
に
影
印
所
収
）
に
拠
る
。

（３
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

（鈴
木
学
術
財
団
編
　
講
談
社
）
芸
文
部
所

収
本
文
に
拠
る
。

（９
）内
閣
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本
に
拠
る
。

（１０
）本
国
禅
林
に
お
け
る
杜
牧
詩
の
受
容
に
関
し
て
は
、
拙
稿

「
一
体
宗

純
の
社
牧
賛
に
つ
い
て
」

（
『
語
文
』
第
五
十
三

・
五
十
四
合
併
号

平
成
二
年
）
で

一
部
考
察
し
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（ｎ
）伊
藤
敏
子
氏

「
孝
異
狂
雲
集
」

（
『
大
和
文
華
』
第
四
十

一
号
　
昭

和
三
十
九
年
）
に
拠
る
。

（‐２
）建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
写
本

（大
塚
光
信
氏
編

『
続
抄
物
資
料
集
成
』

に
影
印
所
収
）
に
拠
る
。

（‐３
）内
閣
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本

『
花
上
集
紗
』
所
収
太
自
真
玄
詩
の

注
記
に
拠
る
。

（
な
か
も
と

ｏ
だ
い
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


